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研
究
ノ
ー
ト
日
韓
国
交
未
成
立
期
（
一
九
四
五
〜
六
五
年
）『
思
想
界
』・『
朝
鮮
日
報
』
社
説
に
お
け
る
対
米
観
：
日
本
論
・
対
日
政
策
論
の
文
脈
よ
り
城　
﨑　
鉄　
平
一　
は
じ
め
に
本
稿
の
目
的
は
、日
韓
国
交
未
成
立
期
（
一
九
四
五
〜
六
五
年
）
韓
国
に
お
け
る
『
思
想
界
』
日
本
関
連
記
事
（
二
六
九
本
（
１
）
）
と
『
朝
鮮
日
報
』
日
本
関
連
社
説
（
二
八
一
本
（
２
）
）
に
お
け
る
日
本
論
・
対
日
政
策
論
の
文
脈
か
ら
、
韓
国
・
韓
国
人
の
対
米
観
を
明
ら
か
に
し
、
ま
と
め
る
事
に
あ
る
。
韓
国
の
対
米
観
（
就
中
、
反
米
民
族
主
義
）
に
つ
い
て
、
光
州
事
件
を
始
め
と
す
る
一
連
の
事
件
が
生
じ
た
一
九
八
〇
年
前
後
を
契
機
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
親
米
一
辺
倒
で
あ
っ
た
韓
国
人
が
反
米
民
族
主
義
を
抱
え
込
む
よ
う
に
な
っ
た
、
一
変
し
て
し
ま
っ
た
と
す
る
言
説
が
根
強
く
流
布
し
て
い
る
。
つ
ま
り
米
国
が
国
益
（
冷
戦
戦
略
）
の
為
に
、
韓
国
の
独
裁
政
権
を
支
援
し
て
、
そ
の
人
権
侵
害
や
弾
圧
・
虐
殺
を
黙
認
し
て
来
た
事
へ
の
怒
り
が
爆
発
し
た
と
言
う
の
だ
（
池
明
観
、
一
九
九
五
：
一
一
四
―
一
一
五; 
澤
田
、
二
〇
一
五
）。
そ
し
て
一
九
七
九
年
か
ら
八
九
年
に
か
け
て
六
巻
出
版
さ
れ
た
『
解
放
前
後
史
の
認
識
』（
宋
建
鎬 
他
、
一
九
七
九
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〜
一
九
八
九
／
二
〇
〇
七
）
は
、
こ
う
し
た
反
米
的
雰
囲
気
も
あ
り
、
米
国
と
韓
国
内
の
親
日
派
の
結
託
・
癒
着
が
大
韓
民
国
を
作
り
上
げ
た
と
言
う
歴
史
観
を
提
示
し
、
当
時
の
青
年
層
に
深
刻
な
反
米
的
対
米
観
、
対
米
失
望
を
植
え
付
け
た
と
さ
れ
る
（
西
岡
、
二
〇
一
五
）。
し
か
し
崔
相
龍
（
一
九
八
九
）、
李
鍾
元
（
一
九
九
六
）、
申
晶
浩
（
二
〇
〇
二
：
一
三
一
―
一
三
三
）
等
の
指
摘
に
も
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
韓
国
に
お
い
て
反
米
的
対
米
観
が
生
ま
れ
た
の
は
、
日
本
の
敗
戦
に
伴
う
解
放
直
後
（
米
軍
政
の
開
始
直
後
）
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
冷
戦
の
開
始
、
大
韓
民
国
政
府
樹
立
、
朝
鮮
戦
争
等
の
環
境
下
、
米
国
の
極
東
政
策
、
即
ち
対
韓
・
対
日
政
策
の
文
脈
に
お
い
て
、
対
日
政
策
即
ち
日
本
フ
ァ
ク
タ
ー
（
李
鍾
元
、
一
九
九
六
：
三
）
が
し
ば
し
ば
韓
米
両
国
間
の
対
立
を
生
じ
さ
せ
て
お
り
（
３
）
、
親
米
一
辺
倒
で
あ
っ
た
（
澤
田
、
二
〇
一
五
）
と
は
言
え
な
い
は
ず
だ
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
国
交
未
成
立
期
の
韓
国
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
日
本
論
・
対
日
政
策
論
の
文
脈
よ
り
、
韓
国
人
の
対
米
観
の
源
流
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
だ
が
、
そ
れ
は
こ
の
時
期
の
日
本
と
韓
国
は
貿
易
や
国
交
交
渉
等
の
例
外
は
あ
る
も
の
の
、
両
国
間
の
往
来
や
交
流
が
制
約
さ
れ
て
い
た
特
殊
な
時
期
で
あ
り
、
ま
た
韓
国
の
建
国
過
程
で
も
あ
っ
た
か
ら
だ
。
更
に
当
時
の
韓
国
社
会
に
お
け
る
現
役
世
代
の
大
部
分
は
日
本
統
治
時
代
に
生
ま
れ
、日
本
式
の
教
育
を
受
け
、日
本
統
治
時
代
を
実
体
験
し
て
き
た
人
々
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
人
々
の
日
本
体
験
に
基
づ
い
た
日
本
観
・
対
日
政
策
論
の
文
脈
に
お
け
る
対
米
観
を
整
理
す
る
事
は
、
そ
う
し
た
経
験
を
持
た
な
い
、
そ
の
後
（
就
中
、
民
主
化
以
降
）
の
世
代
の
そ
れ
と
比
較
検
討
す
る
際
の
基
礎
作
業
と
な
る
は
ず
だ
か
ら
だ
。
ま
た
こ
の
両
媒
体
の
み
を
対
象
と
し
た
の
は
、
数
多
の
媒
体
を
一
度
に
扱
う
の
は
紙
幅
の
点
か
ら
も
、
筆
者
の
能
力
の
点
か
ら
も
不
可
能
で
あ
る
し
、
ま
た
当
時
の
多
数
の
人
々
の
対
日
政
策
論
を
探
る
上
で
、『
朝
鮮
日
報
』
は
韓
国
の
全
国
紙
と
し
て
今
日
に
至
る
ま
で
継
続
し
て
発
行
さ
れ
て
お
り
、『
東
亜
日
報
（
４
）
』
と
並
び
揺
る
ぎ
な
い
影
響
力
と
発
行
部
数
を
誇
る
点
で
、
有
効
な
素
材
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
西
岡
（
一
九
八
三
：
四
六
―
五
一; 
一
九
八
六
：
二
四
七
―
二
五
三
）
の
指
摘
等
に
も
あ
る
通
り
、
当
時
揺
る
ぎ
な
い
影
響
力
と
発
行
部
数
の
点
で
、『
思
想
界
』
も
ま
た
有
効
な
素
材
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
５
）
。
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具
体
的
に
は
、
一
九
七
〇
年
代
を
中
心
に
日
韓
の
新
聞
媒
体
を
研
究
し
た
辻
村
・
金
・
生
田
（
一
九
八
二
：
就
中
、
金
圭
煥
・
呉
仁
煥; 
金
圭
煥
・
崔
鐘
洙
）
と
、
九
〇
年
代
後
半
か
ら
約
十
年
間
の
日
韓
の
新
聞
媒
体
を
研
究
し
た
金
・
金
・
伊
藤
・
張
ら
（
二
〇
〇
六
：
就
中
、
付
録
一
―
一; 
付
録
二
）
の
方
法
論
を
活
用
し
、『
朝
鮮
日
報
』
日
本
関
連
社
説
と
『
思
想
界
』
日
本
関
連
記
事
に
お
け
る
対
米
観
が
、
日
本
論
・
対
日
政
策
論
の
文
脈
上
、
肯
定
的
・
好
意
的
、
否
定
的
・
非
好
意
的
、（
米
国
に
関
し
て
言
及
が
無
い
も
の
も
含
め
て
）
中
立
な
い
し
曖
昧
な
の
か
と
三
つ
に
分
類
す
る
。
そ
の
後
、
主
題
毎
の
論
調
の
統
計
的
傾
向
、
そ
し
て
肯
定
的
・
好
意
的
論
調
と
否
定
的
・
非
好
意
的
論
調
そ
れ
ぞ
れ
の
言
説
分
析
を
行
い
、
ま
と
め
た
い
。
二　
『
思
想
界
』
に
お
け
る
対
米
観
：
日
本
論
・
対
日
政
策
論
の
文
脈
よ
り
（
一
）
統
計
的
分
析
『
思
想
界
』
の
日
本
関
連
記
事
二
六
九
本
に
お
け
る
対
米
観
の
論
調
を
整
理
す
る
と
、
肯
定
的
・
好
意
的
論
調
が
四
本
（
一
・
五
％
）、
中
立
な
い
し
曖
昧
な
論
調
が
二
三
八
本
（
八
八
・
五
％
）、
否
定
的
・
非
好
意
的
論
調
が
二
七
本
（
一
〇
％
）
と
な
っ
た
。
即
ち
中
立
な
い
し
曖
昧
な
論
調
が
圧
倒
的
で
あ
っ
た
。だ
が
日
韓
会
談
の
背
景
に
米
国
に
よ
る
圧
力
が
あ
っ
た
と
見
な
さ
れ
た
た
め
、
一
九
六
五
年
に
は
日
韓
国
交
反
対
の
世
論
が
米
国
に
対
す
る
否
定
的
・
非
好
意
的
な
論
調
へ
と
結
び
付
い
た
よ
う
で
、
殆
ど
の
否
定
的
・
非
好
意
的
な
論
調
は
同
年
に
集
中
し
て
い
る
。
次
に
主
題
と
論
調
を
基
準
と
し
て
対
米
観
の
論
調
を
整
理
し
て
み
る
と
、
取
り
立
て
て
特
徴
を
見
出
し
が
た
い
の
だ
が
、
あ
え
て
言
え
ば
日
韓
国
交
・
会
談
、
日
本
の
対
外
関
係
、
過
去
史
、
極
東
安
保
に
否
定
的
・
非
好
意
的
な
論
調
で
あ
る
も
の
の
、
ど
の
主
題
に
お
い
て
も
概
ね
中
立
な
い
し
曖
昧
な
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
職
業
別
に
見
る
と
、
他
の
職
業
群
と
比
べ
る
と
研
究
者
が
よ
り
多
く
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否
定
的
・
非
好
意
的
な
論
調
を
展
開
し
て
い
た
。
（
二
）
肯
定
的
・
好
意
的
論
調
肯
定
的
・
好
意
的
な
対
米
観
は
、
以
下
の
よ
う
な
事
か
ら
形
成
さ
れ
て
い
た
。
第
一
に
、
か
つ
て
韓
国
を
日
本
帝
国
主
義
か
ら
解
放
し
て
く
れ
、
ま
た
不
十
分
な
結
果
と
は
言
え
、
日
本
を
占
領
し
て
民
主
化
す
べ
く
自
己
犠
牲
的
に
尽
く
し
た
事
だ
（
金
圭
煥
、
一
九
六
一
・
一
二
等
（
６
）
）。
第
二
に
、
今
日
で
は
韓
国
戦
争
時
に
お
け
る
対
韓
支
援
・
援
助
を
始
め
、
共
産
勢
力
と
対
峙
す
る
韓
国
を
自
由
陣
営
の
盟
主
と
し
て
支
援
し
て
く
れ
て
い
る
事
だ
（
思
想
界
、
五
七
・
九
等
（
７
）
）。
第
三
に
、
否
定
的
・
非
好
意
的
論
調
に
も
つ
な
が
る
要
素
も
あ
る
の
だ
が
、
日
韓
会
談
や
日
韓
関
係
に
お
い
て
米
国
が
仲
介
・
介
入
し
て
来
る
際
、
逆
請
求
権
の
不
承
認
等
の
点
で
、
韓
国
側
の
要
求
・
要
請
を
実
現
化
し
て
く
れ
た
事
だ
（
梁
興
模
、
六
四
・
増
等
）。
（
三
）
否
定
的
・
非
好
意
的
論
調
否
定
的
・
非
好
意
的
な
対
米
観
は
、
以
下
の
よ
う
な
事
か
ら
形
成
さ
れ
て
い
た
。
第
一
に
、
か
つ
て
帝
国
主
義
的
な
取
引
と
打
算
か
ら
、「
桂
・
タ
フ
ト
」
協
定
（
一
九
〇
五
年
）
に
よ
っ
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
植
民
地
化
と
引
き
換
え
に
日
本
に
よ
る
朝
鮮
の
植
民
地
化
を
承
認
し
た
よ
う
に
、
時
と
し
て
米
国
の
利
益
追
求
と
実
現
、
ま
た
日
本
の
好
意
を
得
る
為
に
韓
国
を
犠
牲
に
し
た
事
だ
（
董
天
、
六
一
・
一
二; 
朴
浚
圭
、
六
一
・
一
二; 
在
京
文
化
人
一
同
、
六
五
・
増
等
）。
第
二
に
、
今
日
に
お
い
て
も
、
米
国
は
極
東
・
ア
ジ
ア
に
お
け
る
自
国
の
経
済
的
・
軍
事
的
な
負
担
を
軽
減
し
よ
う
と
、
日
本
を
中
心
・
頂
点
と
し
た
集
団
安
保
体
制
や
経
済
圏
作
り
を
認
め
、
負
担
を
肩
代
わ
り
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
か
つ
て
日
本
に
よ
る
侵
略
、
収
奪
、
支
配
を
受
け
た
韓
国
を
始
め
と
す
る
自
由
ア
ジ
ア
諸
国
（
８
）
の
歴
史
的
経
緯
に
つ
い
て
全
く
配
慮
を
欠
く
も
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
日
本
に
よ
る
新
帝
国
主
義
的
な
支
配
を
認
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め
て
、
韓
国
を
始
め
と
す
る
自
由
ア
ジ
ア
諸
国
に
強
要
す
る
の
は
、
不
純
で
曖
昧
な
態
度
を
見
せ
る
日
本
と
異
な
り
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
上
、
反
共
主
義
を
貫
い
て
い
る
諸
国
に
失
望
を
与
え
る
。
結
果
的
に
こ
れ
も
ま
た
反
米
主
義
的
な
風
潮
を
生
み
、
各
国
で
南
ベ
ト
ナ
ム
化
が
生
じ
る
や
も
知
れ
な
い
事
だ
（
李
元
雨
、
六
〇
・
七
等
）。
第
三
に
、
米
国
の
利
益
に
適
う
極
東
戦
略
上
、
日
本
重
視
を
採
る
の
は
止
む
を
得
な
い
と
し
て
も
、
日
韓
会
談
に
お
い
て
韓
国
側
に
著
し
く
不
利
益
に
な
る
よ
う
な
妥
協
・
妥
結
を
求
め
て
仲
介
・
介
入
し
て
来
た
り
、
圧
力
を
加
え
て
来
た
り
す
る
の
は
許
し
が
た
い
。
こ
れ
は
米
国
の
反
共
政
策
に
最
も
忠
実
に
、
か
つ
犠
牲
的
に
尽
く
し
て
い
る
韓
国
に
対
す
る
背
信
行
為
で
あ
り
、
韓
国
に
失
望
を
与
え
、
結
果
的
に
は
反
米
主
義
的
な
風
潮
を
生
み
、
韓
国
で
も
南
ベ
ト
ナ
ム
化
が
生
じ
る
や
も
知
れ
な
い
事
だ
（
思
想
界
、
六
〇
・
五; 
思
想
界
、
六
四
・
三; 
車
基
壁
、
六
五
・
九
等
）。
第
四
に
、
日
本
占
領
時
代
も
含
め
て
、
日
本
に
対
し
て
徹
底
し
た
反
共
主
義
的
な
対
外
政
策
の
採
用
、
朝
鮮
総
連
を
始
め
と
す
る
国
内
共
産
勢
力
の
徹
底
的
な
取
り
締
ま
り
、
徹
底
的
な
民
主
化
に
よ
る
対
韓
態
度
・
認
識
の
改
善
（
即
ち
過
去
の
罪
過
に
対
す
る
真
摯
な
反
省
と
贖
罪
意
識
を
植
え
付
け
る
事
）
等
に
お
い
て
、米
国
に
よ
る
指
導
が
不
十
分
な
水
準
に
止
ま
り
、結
果
と
し
て
韓
国
が
不
利
益
を
蒙
っ
て
い
る
事
だ
（
李
弘
稙
、
五
七
・
九; 
金
哲
、
五
九
・
八
等
）。
就
中
、
米
国
の
指
導
に
よ
っ
て
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
は
「
賠
償
」
名
目
の
そ
れ
な
り
の
金
額
の
支
払
い
を
済
ま
せ
た
日
本
で
あ
る
が
、
ど
う
し
て
韓
国
に
対
し
て
行
な
い
得
な
い
の
か
。
日
本
自
身
の
問
題
で
も
あ
る
が
、
同
時
に
米
国
の
韓
国
軽
視
・
無
関
心
、
日
本
重
視
と
い
う
態
度
や
政
策
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
か
っ
た
と
し
た
（
朴
浚
圭
、
六
一
・
一
二
等
）。
（
四
）
小
括
『
思
想
界
』
に
お
け
る
日
本
論
・
対
日
政
策
論
上
の
対
米
観
は
、「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
を
基
準
に
米
国
が
韓
国
を
（
日
本
よ
り
も
）
重
視
し
て
い
る
か
否
か
、
あ
る
い
は
韓
国
を
日
本
と
対
等
（
あ
る
い
は
日
本
よ
り
も
上
位
）
に
扱
っ
て
い
る
か
否
か
を
基
準
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
基
準
に
則
っ
て
実
際
の
論
調
に
お
い
て
は
、
米
国
が
そ
の
世
界
戦
略
・
極
東
戦
略
上
、「
利
」
を
基
準
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と
し
て
日
本
を
重
視
す
る
の
は
誤
っ
て
い
る
し
、
重
視
す
る
に
し
て
も
韓
国
を
軽
視
す
る
の
は
間
違
っ
て
い
る
と
し
た
。
特
に
正
義
、
即
ち
自
由
民
主
主
義
の
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
を
基
準
に
す
れ
ば
、
韓
国
が
日
本
よ
り
も
重
要
な
国
で
あ
り
、
そ
れ
に
沿
っ
て
日
韓
会
談
に
つ
い
て
も
好
意
的
な
介
入
・
仲
介
を
す
べ
き
だ
と
し
た
。
ま
た
日
本
を
中
心
・
頂
点
と
す
る
経
済
・
軍
事
的
な
極
東
戦
略
は
、
こ
れ
も
ま
た
自
由
民
主
主
義
の
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
を
基
準
に
す
れ
ば
相
応
し
く
な
い
ば
か
り
か
、
か
つ
て
日
本
か
ら
侵
略
・
収
奪
・
支
配
を
受
け
た
韓
国
を
始
め
と
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
の
離
反
さ
え
招
く
可
能
性
の
あ
る
危
険
な
も
の
だ
と
し
た
。
そ
し
て
そ
ん
な
日
本
を
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
的
に
き
ち
ん
と
指
導
・
矯
正
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
し
て
来
な
か
っ
た
り
し
た
米
国
を
、
ま
た
「
利
」
を
基
準
と
し
て
日
本
の
帝
国
主
義
的
な
韓
国
に
対
す
る
侵
略
・
支
配
を
時
に
認
め
て
来
た
米
国
を
極
め
て
否
定
的
・
非
好
意
的
に
見
な
し
て
い
た
。
三　
『
朝
鮮
日
報
』
社
説
に
お
け
る
対
米
観
：
日
本
論
・
対
日
政
策
論
の
文
脈
よ
り
（
一
）
統
計
的
分
析
『
朝
鮮
日
報
』
日
本
関
連
社
説
の
二
八
一
本
に
お
け
る
対
米
観
の
論
調
を
整
理
す
る
と
、
肯
定
的
・
好
意
的
論
調
が
一
一
本
（
三
・
九
％
）、
中
立
な
い
し
曖
昧
な
論
調
が
二
四
四
本
（
八
六
・
八
％
）、
否
定
的
・
非
好
意
的
論
調
が
二
五
本
（
八
・
九
％
）
と
な
っ
た
（
９
）
。
即
ち
『
思
想
界
』
同
様
、そ
の
論
調
は
圧
倒
的
に
中
立
な
い
し
曖
昧
な
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
ま
た
時
期
的
な
変
化
や
推
移
、
特
徴
も
取
り
立
て
て
無
い
。
だ
が
主
題
別
に
注
目
し
て
み
る
と
、
否
定
的
・
非
好
意
的
な
論
調
が
日
本
の
対
韓
態
度
・
認
識
・
政
策
、
日
韓
国
交
・
会
談
、
日
本
の
防
衛
等
に
集
中
し
て
お
り
、
い
わ
ば
冷
戦
に
お
け
る
西
側
盟
主
と
し
て
、
米
国
が
日
本
を
良
導
・
矯
正
し
な
い
事
へ
の
苛
立
ち
で
あ
り
、（
日
本
に
対
す
る
も
の
と
比
べ
た
時
）
韓
国
の
国
益
や
位
置
付
け
を
疎
か
に
し
て
い
る
米
国
の
極
東
政
策
（
対
韓
・
対
日
政
策
）
へ
の
不
満
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
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（
二
）
肯
定
的
・
好
意
的
論
調
肯
定
的
・
好
意
的
な
対
米
観
は
、
以
下
の
よ
う
な
事
か
ら
形
成
さ
れ
て
い
た
。
第
一
に
、
米
国
が
自
由
陣
営
の
盟
主
と
し
て
、
韓
国
や
日
本
の
安
全
保
障
を
軍
事
的
に
支
援
し
て
い
る
事
で
あ
っ
た
。
就
中
、
韓
国
に
つ
い
て
は
軍
事
的
の
み
な
ら
ず
、
経
済
的
な
援
助
も
享
受
し
て
お
り
、
こ
れ
を
感
謝
し
、
肯
定
的
・
好
意
的
に
見
て
い
た
（
一
九
五
四
・
六
・
七; 
一
九
六
〇
・
五
・
二
一
等）10
（
）。
就
中
、
日
本
と
の
交
渉
を
不
本
意
な
状
況
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
背
景
に
、
即
ち
原
理
原
則
の
軽
視
・
譲
歩
等
に
よ
っ
て
低
姿
勢
で
性
急
に
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
背
景
に
、
米
国
に
よ
る
対
韓
援
助
の
削
減
問
題
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
日
本
と
の
国
交
問
題
如
何
に
関
わ
ら
ず
、継
続
し
て
供
与
し
続
け
る
と
の
約
束
に
は
、大
き
な
期
待
と
感
謝
を
寄
せ
て
い
た
（
六
四
・
一
〇
・
四
等
）。
第
二
に
、
日
韓
会
談
に
お
い
て
韓
国
を
支
援
し
、
有
利
に
な
る
よ
う
に
、
適
宜
対
日
圧
力
を
か
け
た
り
し
て
い
る
事
で
あ
っ
た（
五
五
・
九
・
二
三; 
五
六
・
三
・
三
一; 
五
六
・
六
・
五
等
）。特
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
の
解
釈
に
お
い
て
、韓
国
を
調
印
国
・
戦
勝
国
と
等
し
い
権
利
を
享
受
出
来
る
よ
う
配
慮
し
、
日
本
の
逆
請
求
権
を
否
定
し
た
事
に
は
賛
辞
を
惜
し
ま
ず
、
こ
れ
を
感
謝
し
、
肯
定
的
・
好
意
的
に
見
て
い
た
（
五
二
・
七
・
一
八; 
五
七
・
一
一
・
一
六
等
）。
ま
た
日
本
側
の
遅
延
戦
術
に
よ
っ
て
会
談
が
停
滞
す
る
と
、
適
宜
対
日
圧
力
を
か
け
て
会
談
の
促
進
を
図
っ
て
い
る
と
見
て
い
た
し
、
韓
国
の
駐
日
代
表
部
の
無
能
に
よ
っ
て
問
題
が
複
雑
化
し
た
在
日
僑
胞）11
（
の
北
送）12
（
問
題
に
お
い
て
も
、
駐
韓
米
国
大
使
館
等
は
そ
れ
な
り
に
好
意
的
な
介
入
を
行
な
っ
て
く
れ
た
と
し
た
（
五
八
・
一
〇
・
五
等
）。
（
三
）
否
定
的
・
非
好
意
的
論
調
否
定
的
・
非
好
意
的
な
対
米
観
は
、
主
と
し
て
日
本
の
対
韓
態
度
・
認
識
・
政
策
、
日
韓
国
交
・
会
談
、
日
本
の
防
衛
等
の
主
題
に
お
い
て
見
ら
れ
、
以
下
の
よ
う
な
事
か
ら
形
成
さ
れ
て
い
た
。
第
一
に
、
米
国
が
日
本
を
占
領
し
て
い
た
際
、
日
本
の
民
主
化
の
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為
と
は
言
え
、
日
本
国
内
で
共
産
党
等
の
左
派
勢
力
を
合
法
化
し
、
そ
の
活
動
を
認
め
た
事
で
あ
り
、
結
果
的
に
日
本
国
内
で
の
反
南
韓）13
（
勢
力
の
跳
梁
跋
扈
を
認
め
た
事
だ
（
五
六
・
七
・
一
三
等
）。
第
二
に
、
米
国
が
自
国
の
負
担
を
軽
減
す
る
為
に
、
極
東
に
お
け
る
経
済
的
・
軍
事
的
な
優
越
権
を
日
本
に
認
め
て
、
米
国
の
負
担
を
肩
代
わ
り
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
事
だ
（
五
四
・
五
・
一
一; 
五
五
・
九
・
七; 
六
一
・
六
・
一
九
等
）。
何
故
な
ら
ば
日
本
に
よ
っ
て
韓
国
を
始
め
と
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
・
民
族
は
悪
逆
非
道
な
侵
略
と
支
配
を
受
け
た
結
果
、
政
治
的
・
軍
事
的
な
直
接
支
配
で
な
く
と
も
、
新
帝
国
主
義
的
な
間
接
的
な
支
配
を
再
び
受
け
る
や
も
知
れ
な
い
と
極
め
て
不
安
を
感
じ
る
か
ら
だ
。
し
か
し
そ
の
不
安
に
対
し
て
全
く
無
関
心
・
無
神
経
で
あ
る
事
は
、
米
国
の
極
東
自
由
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
す
る
指
導
的
な
立
場
そ
の
も
の
を
危
う
く
す
る
と
警
告
し
て
い
た
（
四
八
・
一
二
・
二
二; 
四
九
・
九
・
二
三; 
四
九
・
一
一
・
一
三
等
）。
就
中
、
対
韓
援
助
の
負
担
軽
減
の
為
と
は
言
え
、
安
価
な
日
本
産
品
の
購
入
を
指
定
し
て
来
た
事
は
、
韓
国
経
済
の
対
日
依
存
を
深
刻
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
拒
絶
感
を
示
し
て
い
た
（
五
九
・
九
・
一
七
等
）。
む
し
ろ
日
本
を
含
め
た
自
由
ア
ジ
ア
諸
国
間
の
平
等
互
恵
的
な
、
水
平
的
な
交
易
関
係
を
作
っ
て
行
け
る
よ
う
に
誘
導
す
べ
き
だ
と
求
め
た
（
六
一
・
一
〇
・
一
三
等
）。
第
三
に
、
米
国
が
条
約
解
釈
に
お
い
て
請
求
権
・
李
ラ
イ
ン）14
（
や
在
日
僑
胞
ら
の
権
利
等
の
問
題
に
つ
い
て
韓
国
に
不
利
な
解
釈
を
行
な
っ
た
り
、
条
約
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
は
ず
の
日
本
に
よ
る
対
韓
責
務
の
不
履
行
や
無
視
等
の
非
民
主
的
で
、
韓
国
に
対
し
て
敵
対
的
・
優
越
的
・
蔑
視
的
な
日
本
の
暴
挙
や
態
度
を
条
約
当
事
国
で
あ
る
米
国
が
是
正
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
り
し
た
事
で
あ
っ
た
（
四
六
・
一
二
・
二
五; 
四
八
・
五
・
六; 
四
九
・
一
二
・
一
七
等
）。
即
ち
米
国
は
民
主
化
の
為
に
日
本
を
占
領
統
治
し
た
も
の
の
、
そ
れ
が
不
十
分
で
あ
る
が
故
に
、
日
本
は
誤
っ
た
選
択
を
す
る
の
だ
。
米
国
が
今
か
ら
で
も
そ
れ
を
是
正
し
、
矯
正
す
る
義
務
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
を
怠
っ
て
い
る
と
言
う
の
だ
。
第
四
に
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
最
も
純
粋
に
、
か
つ
徹
底
的
に
信
奉
し
て
米
国
を
支
持
し
て
来
た
の
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
不
純
で
容
共
主
義
・
中
立
主
義
に
傾
い
て
い
る
日
本
で
な
く
、
韓
国
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
米
国
が
短
期
的
・
近
視
眼
的
な
利
益
の
為
に
、
日
本
を
重
視
し
て
い
る
事
で
あ
っ
た
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（
六
〇
・
一
・
三
〇; 
六
〇
・
三
・
一
八; 
六
一
・
一
〇
・
一
三
等
）。
特
に
韓
国
戦
争
以
来
、
徹
底
的
に
米
国
と
共
同
歩
調
を
合
わ
せ
て
、
全
自
由
ア
ジ
ア
諸
国
の
防
共
戦
線
を
支
え
て
い
る
の
は
韓
国
で
あ
っ
て
、
中
共）15
（
等
の
共
産
圏
と
の
交
易
で
経
済
的
な
利
益
を
狡
猾
に
得
よ
う
と
し
て
い
る
邪
悪
で
不
純
な
容
共
主
義
・
中
立
主
義
に
傾
い
て
い
る
日
本
で
は
な
い
と
言
う
。
従
っ
て
米
国
は
韓
国
の
利
益
、
就
中
、「
加
害
者
―
被
害
者
」
間
の
特
殊
性
を
前
提
に
し
つ
つ
、
韓
国
の
唯
一
的
な
正
統
性
・
合
法
性
・
法
統
性）16
（
等
の
主
権
に
関
わ
る
問
題
を
始
め
、
国
交
成
立
の
前
提
と
な
る
過
去
の
罪
過
に
対
す
る
日
本
の
誠
意
あ
る
謝
罪
と
贖
罪
意
識
に
基
盤
を
置
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
名
分
的
な
充
足
を
支
援
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
を
軽
視
し
て
は
な
ら
な
い
と
し
た
（
六
三
・
七
・
一
八
等
）。
（
四
）
小
括
『
朝
鮮
日
報
』
社
説
に
お
け
る
日
本
論
・
対
日
政
策
論
上
の
対
米
観
は
、反
共
主
義
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
価
値
基
準
を
基
に
、
韓
国
の
親
米
主
義
的
な
様
々
な
貢
献
、
犠
牲
、
負
担
を
、
米
国
が
正
当
に
評
価
し
て
い
る
か
、
否
か
を
基
準
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
米
国
が
近
視
眼
的
な
、
あ
る
い
は
現
実
主
義
的
な
国
力
、
経
済
力
等
の
観
点
の
み
で
日
本
を
重
視
・
優
先
視
し
て
韓
国
を
軽
視
し
た
り
、
犠
牲
に
し
た
り
す
る
事
に
つ
い
て
極
め
て
否
定
的
・
非
好
意
的
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
常
に
韓
国
に
有
利
な
形
で
の
極
東
政
策
（
対
日
・
対
韓
政
策
の
策
定
、
日
韓
関
係
へ
の
仲
介
・
介
入
等
）
を
求
め
て
い
た
。
ま
た
日
本
が
対
韓
態
度
・
認
識
・
政
策
、
対
外
政
策
、
防
衛
政
策
、
国
内
政
治
等
で
、
韓
国
に
と
っ
て
望
ま
し
い
対
応
・
反
応
を
示
さ
な
い
事
は
、
米
国
と
韓
国
と
が
共
有
し
て
い
る
と
さ
れ
る
自
由
民
主
主
義
が
日
本
に
お
い
て
は
不
徹
底
で
あ
り
、
不
純
で
非
自
由
民
主
主
義
的
な
価
値
観
・
政
策
・
活
動
が
米
国
の
占
領
政
策
の
不
徹
底
や
失
敗
に
よ
り
残
っ
た
か
ら
だ
と
、
責
任
追
及
の
姿
勢
さ
え
見
せ
て
い
た
。
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四　
両
媒
体
に
お
け
る
日
本
論
・
対
日
政
策
論
上
の
対
米
観
の
比
較
整
理
『
思
想
界
』
日
本
関
連
記
事
お
よ
び
『
朝
鮮
日
報
』
日
本
関
連
社
説
で
は
、共
通
し
て
、米
国
が
西
側
自
由
主
義
諸
国
の
盟
主
と
し
て
、
韓
国
防
衛
、
即
ち
極
東
安
保
に
関
与
し
、
援
助
を
し
、
時
に
日
韓
関
係
の
調
整
・
仲
介
に
乗
り
出
す
事
に
つ
い
て
、
極
め
て
肯
定
的
・
好
意
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
同
時
に
極
東
安
保
上
で
も
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
優
先
順
位
に
お
い
て
も
、
最
も
優
位
・
優
越
的
な
立
場
に
置
く
べ
き
韓
国
の
反
共
戦
線
に
お
け
る
犠
牲
・
負
担
・
貢
献
に
つ
い
て
、
米
国
が
経
済
的
事
情
を
理
由
と
し
て
無
関
心
で
あ
っ
た
り
、
韓
国
の
国
益
を
疎
か
に
し
た
り
し
て
、
日
本
を
重
視
・
優
遇
す
る
事
に
対
し
て
極
め
て
否
定
的
・
非
好
意
的
で
あ
っ
た
。
就
中
、
韓
国
に
と
っ
て
好
ま
し
か
ら
ざ
る
否
定
的
・
非
好
意
的
な
日
本
の
対
韓
態
度
・
認
識
・
政
策
に
つ
い
て
、
日
本
を
民
主
化
し
て
そ
の
対
韓
態
度
・
認
識
を
改
め
さ
せ
る
責
務
が
米
国
に
あ
っ
た
は
ず
だ
と
し
て
、
米
国
の
誤
指
導
や
指
導
不
足
を
詰
っ
た
り
、
ま
た
速
や
か
な
対
日
矯
正
・
圧
力
を
求
め
た
り
し
て
い
た
。
な
お
『
思
想
界
』
日
本
関
連
記
事
に
お
け
る
日
本
論
・
対
日
政
策
論
上
の
対
米
観
で
は
、
そ
の
範
囲
が
同
時
代
に
止
ま
ら
ず
、「
桂
・
タ
フ
ト
」
協
定
（
一
九
〇
五
年
、
日
本
に
よ
る
朝
鮮
植
民
地
化
と
米
国
に
よ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
領
有
を
相
互
承
認
）
を
例
示
し
つ
つ
、
米
国
が
極
東
の
国
際
関
係
に
登
場
し
た
一
九
世
紀
後
半
以
降
の
対
韓
背
信
の
歴
史
が
対
象
と
な
っ
て
い
た
。
五　
お
わ
り
に
両
媒
体
が
日
本
論
・
対
日
政
策
論
の
文
脈
に
お
い
て
米
国
を
論
じ
る
際
、
そ
れ
は
極
め
て
道
徳
還
元
主
義
的）17
（
で
聖
戦
論
的
な
論
理
展
開
と
な
っ
た
。
即
ち
米
国
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
正
義
で
な
く
、
国
益
を
前
提
と
し
て
極
東
政
策
を
考
え
、
結
果
的
に
日
本
を
重
視
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し
、
韓
国
を
軽
視
し
た
り
、
ひ
ど
い
時
に
は
一
方
的
に
犠
牲
に
し
た
り
す
る
と
見
て
、
極
め
て
否
定
的
・
非
好
意
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
米
国
が
国
益
を
前
提
に
対
外
政
策
を
考
え
、
日
本
に
優
先
順
位
を
与
え
る
と
言
う
の
が
非
難
の
対
象
と
な
り
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
「
外
交
」「
国
際
関
係
」
等
に
関
す
る
考
え
方
の
土
台
そ
の
も
の
が
、
韓
国
独
自
の
も
の
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
ほ
ど
、
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
言
説
が
多
か
っ
た
の
だ
。
就
中
、
一
九
六
四
年
以
降
の
（
侵
略
戦
争
で
あ
る
）
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
へ
の
参
戦
決
定
は
、
正
義
の
原
則
に
反
し
た
り
、
必
ず
し
も
沿
わ
な
か
っ
た
り
す
る
対
外
政
策
で
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
韓
国
が
国
益
に
基
づ
い
て
参
戦
決
定
を
下
し
て
い
た
（
名
越
、
二
〇
〇
二
：
六
七
〇
―
六
七
五; 
朴
裕
河
、
二
〇
〇
五
：
一
五
一
―
一
五
三; 
『
朝
鮮
日
報
』
二
〇
〇
五
・
八
・
二
七
）。
そ
の
背
景
に
は
米
国
か
ら
の
対
韓
援
助
の
継
続
・
維
持
、
あ
る
い
は
戦
争
特
需
の
確
保
と
い
う
真
意
、（
日
米
に
は
非
難
を
す
る
）「
利
」
追
求
の
姿
勢
が
あ
っ
た
の
だ
（
木
宮
、
一
九
九
五; 
木
宮
、
二
〇
〇
三; 
『
朝
鮮
日
報
』
二
〇
〇
五
・
八
・
二
七
）。
な
お
当
時
の
『
思
想
界
』
で
は
、
こ
れ
へ
の
参
戦
を
高
く
評
価
し
、
反
共
主
義
の
実
践
と
自
由
ア
ジ
ア
諸
国
防
衛
と
言
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
大
義
名
分
と
し
、
国
益
の
観
点
か
ら
こ
れ
を
支
持
し
て
い
た
（
李
範
奭
、
六
五
・
増; 
金
哲
、
六
五
・
一
一
等
）。
つ
ま
り
米
国
に
対
す
る
（
国
益
追
求
の
み
で
極
東
政
策
を
決
定
し
て
い
る
と
か
、
日
本
を
重
視
し
て
韓
国
を
軽
視
し
て
い
る
と
の
）
批
判
や
非
難
は
二
重
基
準
な
の
だ
。
国
益
の
為
に
侵
略
戦
争
に
加
担
し
、（
そ
れ
を
支
持
し
た
言
論
を
含
む
）
韓
国
自
身
は
同
じ
基
準
で
如
何
判
断
さ
れ
る
の
か
、
実
行
・
実
現
し
て
い
る
の
か
と
言
う
視
点
が
欠
如
し
て
い
た
の
だ
。
こ
う
し
て
国
交
未
成
立
期
の
韓
国
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
日
本
論
・
対
日
政
策
論
の
文
脈
か
ら
、
対
米
観
に
関
す
る
論
調
や
そ
の
基
準
を
探
っ
て
み
る
と
、
米
国
が
韓
国
を
日
本
と
対
等
な
い
し
よ
り
上
位
に
遇
し
て
い
る
の
か
否
か
。
米
国
が
日
本
を
（
韓
国
に
と
っ
て
望
ま
し
い
方
向
や
行
動
へ
と
）
善
導
・
矯
正
し
て
い
る
の
か
否
か
。
桂
・
タ
フ
ト
協
定
を
想
起
し
つ
つ
、
米
国
が
国
益
に
基
づ
い
て
（
韓
国
を
犠
牲
に
し
た
り
、
見
捨
て
た
り
す
る
形
で
の
）
極
東
政
策
や
対
韓
政
策
を
展
開
し
て
い
な
い
か
如
何
か
。
こ
う
し
た
今
日
の
韓
国
メ
デ
ィ
ア
で
も
頻
見
し
得
る
論
調
と
、
そ
れ
を
規
定
し
て
い
る
傾
向
や
そ
の
原
型
を
見
出
し
得
た
と
言
え
る
だ
ろ
う）18
（
。
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な
お
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
本
稿
で
は
紙
幅
の
点
か
ら
も
、
筆
者
の
能
力
の
点
か
ら
も
不
可
能
で
あ
っ
た
が
、
日
韓
国
交
成
立
（
一
九
六
〇
年
代
後
半
）
以
降
の
他
媒
体
を
含
む
韓
国
メ
デ
ィ
ア
を
同
様
の
方
法
で
探
り
、
そ
の
後
の
時
代
や
世
代
と
比
較
し
て
い
き
た
い
。
＊ 
本
稿
は
筆
者
の
修
士
論
文
（
城
﨑
、
二
〇
〇
九
）
の
一
部
を
基
に
、
執
筆
要
領
に
合
わ
せ
て
大
幅
に
修
正
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
当
時
の
時
代
背
景
や
論
調
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
立
場
を
正
確
に
把
握
・
紹
介
す
る
為
に
、
意
味
が
理
解
し
う
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
当
時
（
場
合
に
よ
っ
て
は
今
日
）
の
韓
国
で
用
い
ら
れ
て
い
る
表
現
、
特
に
固
有
名
詞
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
。
註（1
）
城
﨑
（
二
〇
〇
九
：i-xviii
）
の
『
思
想
界
』
日
本
関
連
記
事
及
び
論
文
一
覧
表
を
参
照
。
（
2
）
城
﨑
（
二
〇
〇
九
：lxxiv-lxxxix
）
お
よ
び
城
﨑
（
二
〇
一
五
：
八
二
―
八
九
）の『
朝
鮮
日
報
』日
本
関
連
社
説
一
覧
表
を
参
照
。
（
3
）
一
九
四
〇
〜
五
〇
年
代
の
韓
米
関
係
を
研
究
し
た
李
鍾
元
（
一
九
九
六
：
三
、四
八
―
四
九
、七
二
―
七
三
、八
〇
―
八
三
、一
〇
八
―
一
二
四
、一
三
六
―
一
四
三
、一
六
七
、一
七
四
―
一
八
三
等
）
に
よ
る
と
、
米
国
の
極
東
政
策
、
即
ち
極
東
地
域
で
の
安
保
体
制
、
経
済
統
合
、
通
商
体
制
形
成
等
に
お
け
る
日
本
優
位
、
日
本
中
心
的
な
対
日
優
遇
策
を
巡
り
、
全
面
的
に
韓
米
は
対
立
し
て
い
た
。
（
4
）『
東
亜
日
報
』
に
関
し
て
は
、
池
明
観
（
一
九
九
六; 
一
九
九
七
）
が
日
本
関
連
社
説
・
論
説
・
記
事
等
を
基
に
一
九
四
〇
〜
九
〇
年
代
の
日
韓
関
係
を
論
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
日
韓
基
本
条
約
・
日
韓
会
談
批
判
（
運
動
）
を
中
心
に
論
じ
つ
つ
、
エ
リ
ー
ト
と
民
衆
間
に
対
日
観
や
対
日
政
策
論
に
つ
い
て
埋
め
が
た
い
相
違
や
「
分
断
状
態
」
が
あ
り
、
そ
れ
を
放
置
し
た
ま
ま
、
日
韓
条
約
や
諸
々
の
政
治
的
取
引
が
遂
行
さ
れ
た
事
が
、
今
日
に
至
る
ま
で
の
日
韓
対
立
と
相
互
不
信
の
原
因
だ
と
断
じ
た
。
な
お
米
国
に
関
す
る
言
及
は
見
ら
れ
な
い
。
（
5
）
日
韓
会
談
に
対
す
る
韓
国
知
識
人
の
対
日
認
識
を
『
思
想
界
』
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
チ
ョ
ン
・
イ
ル
ジ
ュ
ン
（
二
〇
〇
五
）
に
よ
る
と
、
日
韓
交
渉
過
程
に
裏
面
よ
り
介
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入
し
た
り
、
対
日
講
和
政
策
（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
）
過
程
に
お
い
て
韓
国
の
要
求
を
無
視
し
た
り
、
日
米
間
の
要
求
や
合
意
を
基
に
韓
国
に
こ
れ
を
強
要
し
た
り
す
る
米
国
に
対
し
て
も
、
反
発
や
批
判
が
あ
っ
た
と
言
う
。
従
来
の
韓
国
国
内
で
の
関
連
研
究
が
対
米
観
を
扱
っ
て
来
な
か
っ
た
点
か
ら
す
る
と
、
こ
う
し
た
反
米
的
対
米
観
も
ま
た
、
日
本
論
や
対
日
政
策
論
に
反
映
さ
れ
、
利
用
さ
れ
た
と
い
う
指
摘
は
優
れ
て
い
よ
う
。
だ
が
他
の
媒
体
と
の
比
較
や
、
よ
り
広
い
イ
シ
ュ
ー
・
主
題
の
中
で
の
位
置
付
け
が
不
足
で
あ
る
点
は
否
め
な
い
。
（
6
）
以
下
、『
思
想
界
』
の
日
本
関
連
記
事
を
引
用
す
る
際
は
、
発
行
年
を
西
暦
下
二
桁
の
み
に
略
し
て
発
行
月
を
付
す
。
な
お
増
刊
号
は
、
発
行
月
の
代
わ
り
に
増
と
略
す
。
（
7
）
思
想
界
社
に
よ
る
記
事
は
署
名
が
無
い
場
合
が
多
く
、
以
下
、
引
用
時
に
は
著
者
を
思
想
界
と
記
し
て
お
く
。
（
8
）
親
米
反
共
主
義
を
採
る
、韓
国
、「
中
国
」、南
ベ
ト
ナ
ム
、フ
ィ
リ
ピ
ン
等
の
ア
ジ
ア
諸
国
の
こ
と
で
、
以
下
、
自
由
ア
ジ
ア
（
諸
国
）。
な
お
当
時
「
中
国
」
と
は
台
湾
の
国
民
党
政
権
、
中
華
民
国
を
意
味
し
た
。
（
9
）
資
料
の
保
存
・
公
開
状
態
に
よ
り
判
読
不
可
能
な
も
の
（
一
件
、
〇
・
四
％
相
当
）
も
あ
り
、合
計
が
一
〇
〇
％
と
な
ら
な
か
っ
た
。
（
10
）
以
下
、『
朝
鮮
日
報
』
の
日
本
関
連
社
説
を
引
用
す
る
際
は
、
発
行
年
を
西
暦
下
二
桁
の
み
に
略
し
て
発
行
年
月
日
を
記
載
す
る
。
（
11
）
在
日
コ
リ
ア
ン
の
事
で
、
以
下
、（
在
日
）
僑
胞
。
（
12
）
日
本
政
府
に
よ
る
在
日
僑
胞
の
北
朝
鮮
へ
の
追
放
政
策
だ
と
し
て
こ
う
表
現
し
た
。
以
下
、
北
送
。
（
13
）
朝
鮮
半
島
の
南
北
分
断
体
制
下
、
南
北
の
対
峙
状
況
を
表
現
す
る
際
、
北
朝
鮮
を
北
韓
と
称
す
る
と
同
時
に
、
韓
国
を
南
韓
と
し
ば
し
ば
称
す
る
。
（
14
）
李
承
晩
線
（
ラ
イ
ン
）、韓
国
名
で
平
和
線
、以
下
、李
ラ
イ
ン
。
（
15
）
大
陸
の
共
産
党
政
権
の
事
で
、
当
時
「
中
国
」
と
は
台
湾
の
国
民
党
政
権
、
中
華
民
国
を
意
味
し
、「
中
共
」
と
は
明
確
に
区
別
し
て
表
現
し
て
い
た
。
以
下
、「
中
国
」、
中
共
。
（
16
）
朝
鮮
半
島
の
南
北
分
断
体
制
下
、
大
韓
民
国
・
南
韓
が
半
島
に
お
け
る
唯
一
の
正
統
政
権
・
国
家
で
あ
る
と
い
う
事
を
意
味
す
る
表
現
。
（
17
）
小
倉
（
一
九
九
八
）
お
よ
び
古
田
（
二
〇
〇
五
）
等
に
お
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
韓
国
人
の
「
道
徳
志
向
性
」
的
な
判
断
基
準
で
あ
り
、
相
手
（
日
本
や
米
国
）
の
言
動
を
道
徳
に
還
元
し
て
評
価
し
、相
手
が
道
徳
的
に
劣
る
と
主
張
し
て
、自
分
（
韓
国
）
が
相
手
よ
り
優
位
に
立
と
う
と
す
る
事
を
意
味
す
る
。
（
18
）『
思
想
界
』
は
一
九
七
〇
年
に
政
治
弾
圧
に
よ
っ
て
廃
刊
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
為
に
、
近
年
の
『
朝
鮮
日
報
』
の
社
説
や
内
外
か
ら
の
寄
稿
記
事
か
ら
、
そ
う
し
た
典
型
例
と
言
え
る
も
の
を
挙
げ
て
お
く
。
池
海
範
、
一
二
・
八
・
二
一; 
李
相
揆
、
一
二
・
九
・
六; 
金
ジ
ン
ミ
ョ
ン
、
一
四
・
四
・
二
六; 
車
東洋文化研究 18 号　　94
学
峰
、
一
四
・
四
・
二
八; 
尹
楨
淏
、
一
四
・
八
・
七; 
羅
志
弘
、
一
五
・
四
・
九; 
鮮
于
鉦
、
一
五
・
五
・
一
等
。
参
考
文
献
（
数
字
は
全
て
漢
数
字
に
置
換
し
た
。
日
本
語
文
献
は
ア
イ
ウ
エ
オ
順
、
韓
国
語
文
献
は
カ
ナ
ダ
順
に
列
挙
）
〈
日
本
語
文
献
〉
小
倉
紀
蔵
『
韓
国
は
一
個
の
哲
学
で
あ
る
』
講
談
社
、
一
九
九
八
年
木
宮
正
史
「
一
九
六
〇
年
代
韓
国
に
お
け
る
冷
戦
と
経
済
開
発
」
『
法
學
志
林
』
第
九
二
巻
第
四
号
、
一
九
九
五
年
―
―
『
韓
国
』
筑
摩
書
房
（
新
書
）、
二
〇
〇
三
年
金
圭
煥
・
呉
仁
煥
「
韓
国
人
の
対
日
イ
メ
ー
ジ
」
辻
村
明
・
金
圭
煥
・
生
田
正
輝 
編
『
日
本
と
韓
国
の
文
化
摩
擦
』
出
光
書
店
、
一
九
八
二
年
金
圭
煥
・
崔
鐘
洙
「
韓
国
の
新
聞
に
お
け
る
日
本
報
道
」
辻
村
明
・
金
圭
煥
・
生
田
正
輝 
編
『
日
本
と
韓
国
の
文
化
摩
擦
』
出
光
書
店
、
一
九
八
二
年
澤
田
克
己
「
駐
韓
米
大
使
襲
撃
事
件 
中
国
の
台
頭
で
揺
ら
ぐ
、
韓
国
の
米
国
観 
か
つ
て
反
米
感
情
は
存
在
し
な
か
っ
た
」
『W
E
D
G
E
 Infi nity
』
ウ
ェ
ブ
版
、
二
〇
一
五
年
三
月
二
三
日
 
（http
：//w
edge.ism
edia.jp/articles/print/4824
）
（
二
〇
一
五
年
六
月
一
四
日
確
認
）
城
﨑
鉄
平
「
日
韓
国
交
未
成
立
期
（
一
九
四
五
〜
六
五
年
）
の
韓
国
に
お
け
る
日
本
論
：『
朝
鮮
日
報
』
社
説
を
中
心
に
」
『
北
東
ア
ジ
ア
研
究
』
二
六
号
、
島
根
県
立
大
学
北
東
ア
ジ
ア
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
五
年
、
六
三
―
八
九
頁
（http
：//ham
ada.u-shim
ane.ac.jp/ja/ham
ada/
research/organization/near/41kenkyu/kenkyu26.data/
hokutou26_p63-89.pdf
）（
二
〇
一
五
年
八
月
三
〇
日
確
認
）
申
昌
浩
『
韓
国
的
民
族
主
義
の
成
立
と
宗
教
』
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
二
年
池
明
観
『
韓
国 
民
主
化
へ
の
道
』
岩
波
書
店
（
新
書
）、
一
九
九
五
年
―
―
「
日
韓
条
約
批
判
の
論
理
に
関
す
る
実
証
的
研
究
」
翰
林
大
学
校
翰
林
科
学
院
日
本
学
研
究
所 
編
『
翰
林
日
本
学
研
究
』
一
号
、
一
九
九
六
年
―
―
「
韓
国
の
マ
ス
コ
ミ
を
通
し
て
み
た
日
韓
関
係
史
―
『
東
亜
日
報
』
に
現
れ
た
対
日
イ
メ
ー
ジ
を
中
心
に
―
」 
翰
林
大
学
校
翰
林
科
学
院
日
本
学
研
究
所 
編
『
翰
林
日
本
学
研
究
』
二
号
、
一
九
九
七
年
辻
村
明
・
金
圭
煥
・
生
田
正
輝 
編
『
日
本
と
韓
国
の
文
化
摩
擦
』
出
光
書
店
、
一
九
八
二
年
名
越
二
荒
之
助
『
日
韓
共
鳴
二
千
年
史
』
明
成
社
、
二
〇
〇
二
年
西
岡
力
「
戦
後
韓
国
知
識
人
の
日
本
認
識 
―
一
― 
「
思
想
界
」
の
日
本
関
係
記
事
を
中
心
に
」『
朝
鮮
研
究
』
二
三
一
号
、
日
本
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朝
鮮
研
究
所
、
一
九
八
三
年
、
四
五
―
五
六
頁
―
―
「
戦
後
韓
国
知
識
人
の
日
本
認
識
」
川
村
湊
・
鄭
大
均
編
『
韓
国
と
い
う
鏡
―
戦
後
世
代
の
見
た
隣
国
』
東
洋
書
院
、
一
九
八
六
年
、
二
四
五
―
三
三
二
頁
―
―
「
日
韓
関
係
の
悪
化
を
喜
ん
で
い
る
の
は
誰
か
？
」『
産
経
新
聞
』
ウ
ェ
ブ
版
、
二
〇
一
五
年
七
月
三
〇
日
（http
：//w
w
w
.
sankei.com
/politics/print/150720/plt1507200021-c.
htm
l
）（
二
〇
一
五
年
八
月
二
二
日
確
認
）
朴
裕
河
『
反
日
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
超
え
て
』
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇
五
年
古
田
博
司
『
朝
鮮
民
族
を
読
み
解
く
』
筑
摩
書
房
（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）、
二
〇
〇
五
年
李
鍾
元
『
東
ア
ジ
ア
冷
戦
と
韓
米
日
関
係
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
〈
韓
国
語
文
献
〉
金
ヨ
ン
ウ
ク
、
金
ソ
ン
ヘ
、
伊
藤
陽
一
、
張
国
良 
編
『
メ
デ
ィ
ア
に
現
れ
た
隣
人
』
韓
国
言
論
財
団
、
二
〇
〇
六
年
金
ジ
ン
ミ
ョ
ン
「
オ
バ
マ ‘
慰
安
婦
問
題’  
異
例
の
強
い
批
判
…
朴
大
統
領
〝
安
倍
総
理
の
真
正
性
あ
る
実
践
が
重
要
〞」『
朝
鮮
日
報
』
二
〇
一
四
年
四
月
二
六
日
羅
志
弘
「
日
本
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
軍
事
的
役
割
拡
大
に
米
国
民
が
日
本
国
民
よ
り
積
極
的
」『
朝
鮮
日
報
』
二
〇
一
五
年
四
月
九
日
宋
建
鎬 
他 
編
『
解
放
前
後
史
の
認
識
』 
一
巻
〜
六
巻
、
ハ
ン
ギ
ル
サ
、
一
九
七
九
〜
一
九
八
九
年
（
本
稿
で
は
『
解
放
前
後
史
の
認
識 
全
六
巻
セ
ッ
ト
』
二
〇
〇
七
年
を
参
照
。
な
お
第
一
巻
は
二
〇
〇
四
年
に
第
三
版
と
な
っ
て
お
り
、
全
六
巻
セ
ッ
ト
の
第
一
巻
も
第
三
版
）
鮮
于
鉦「
米
国
は
日
本
に
何
故
過
去
を
問
わ
な
い
の
か
」『
朝
鮮
日
報
』
二
〇
一
五
年
五
月
一
日
城
﨑
鉄
平
『
国
交
未
成
立
期
（
一
九
四
五
〜
六
五
年
）
韓
国
に
お
け
る
日
本
論 
― 
特
に
対
日
政
策
論
に
つ
い
て
『
朝
鮮
日
報
』
社
説
・『
思
想
界
』
を
中
心
に
』
ソ
ウ
ル
大
学
校
政
治
学
修
士
論
文
、
二
〇
〇
九
年
（http
：//dcollection.snu.ac.kr/jsp/
com
m
on/D
cL
oO
rgP
er.jsp?sItem
Id=000000036386
）
（
二
〇
一
五
年
八
月
二
九
日
確
認
）
尹
楨
淏
「
米
国
、
慰
安
婦
を
座
視
し
て
い
た
ら ‘
三
角
（
韓
米
日
）
同
盟’  
亀
裂
憂
慮
…
朝
日
接
近
も
牽
制
」『
朝
鮮
日
報
』
二
〇
一
四
年
八
月
七
日
李
相
揆
「
独
島
問
題
は
韓
米
間
で
も ‘
優
先
課
題’  
だ
」『
朝
鮮
日
報
』
二
〇
一
二
年
九
月
六
日
チ
ョ
ン
・
イ
ル
ジ
ュ
ン
「
韓
国
知
識
人
の
対
日
認
識
と
韓
日
会
談
」
韓
国
史
研
究
会 
編
『
韓
国
史
研
究
』
一
三
一
号
、二
〇
〇
五
年
、
六
一
―
九
五
頁
池
海
範
「 ‘
桂
―
タ
フ
ト’  
の
影
」『
朝
鮮
日
報
』
二
〇
一
二
年
八
月
東洋文化研究 18 号　　96
二
一
日
車
学
峰「
オ
バ
マ
は
何
故
靖
国
問
題
に
沈
黙
す
る
の
か
」『
朝
鮮
日
報
』
二
〇
一
四
年
四
月
二
八
日
崔
相
龍
『
米
軍
政
と
韓
国
民
族
主
義 
増
補
版
』
ナ
ナ
ム
、
一
九
八
九
年
「
六
五
年
韓
日
協
定
・
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
外
交
文
書
公
開
」『
朝
鮮
日
報
』
二
〇
〇
五
年
八
月
二
七
日
〈
被
引
用
『
朝
鮮
日
報
』
日
本
関
連
社
説
〉
四
六
・
一
二
・
二
五
「
日
本
官
憲
の
暴
挙
に
抗
議
」
四
八
・
五
・
六
「
日
本
の
奸
計
を
見
て
い
る
の
か
」
四
八
・
一
二
・
二
二
「
米
国
の
日
本
再
武
装
」
四
九
・
九
・
二
三
「
日
本
再
起
の
勢
い
を
警
戒
す
る
」
四
九
・
一
一
・
一
三
「
対
日
講
和
に
つ
い
て
」
四
九
・
一
二
・
一
七
「
反
省
出
来
な
い
日
本
」
五
二
・
七
・
一
八
「
韓
日
会
談
再
開
の
機
運
―
日
本
の
深
甚
な
る
反
省
を
促
す
―
」
五
四
・
五
・
一
一
「
日
本
の
再
軍
備
と
防
衛
法
案
」
五
四
・
六
・
七
「
日
本
国
会
の
乱
闘
劇
」
五
五
・
九
・
七
「
日
本
の
国
外
派
兵
可
能
説
に
つ
い
て
」
五
五
・
九
・
二
三
「
韓
日
関
係
改
善
を
語
る
日
本
の
態
度
」
五
六
・
三
・
三
一
「
韓
日
間
の
新
た
な
接
近
」
五
六
・
六
・
五
「
韓
日
会
談
と
「
シ
ー
ボ
ル
ト
」
氏
」
五
六
・
七
・
一
三
「
日
本
の
参
議
院
選
挙
結
果
を
見
て
」
五
七
・
一
一
・
一
六
「
韓
日
会
談
と
米
国
の
覚
書
」
五
八
・
一
〇
・
五
「
韓
日
会
談
再
開
と
代
表
団
の
改
編
」
五
九
・
九
・
一
七
「
日
本
産
肥
料
の
購
入
決
定
と
至
急
な
る
貿
易
政
策
の
確
立
」
六
〇
・
一
・
三
〇
「
韓
日
会
談
の
再
開
と
再
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
交
渉
方
針
」
六
〇
・
三
・
一
八
「
韓
日
関
係
に
つ
い
て
の
米
国
側
覚
書
を
見
て
」
六
〇
・
五
・
二
一
「
日
本
衆
議
院
の
米
日
安
保
条
約
批
准
」
六
一
・
六
・
一
九
「
ケ
ネ
デ
ィ
・
池
田
会
談
と
韓
日
国
交
正
常
化
問
題
」
六
一
・
一
〇
・
一
三
「
機
が
熟
す
韓
日
会
談
再
開
機
運
」
六
三
・
七
・
一
八
「
韓
・
米
・
日
三
国
間
の
多
角
的
関
係
と
米
国
に
望
ま
れ
る
事
」
六
四
・
一
〇
・
四
「
李
・「
バ
ン
デ
ィ
」
共
同
声
明
書
を
見
て
、
韓
日
お
よ
び
軍
事
援
助
問
題
を
再
論
す
る
」
〈
被
引
用『
思
想
界
』日
本
関
連
記
事
〉（
発
行
年
月
・
頁
の
順
で
列
挙
）
李
弘
稙
「
書
評
：
藤
田
亮
策
『
朝
鮮
の
歴
史
』」（
五
七
・
九
）
「
動
く
世
界
：
沖
縄
の
苦
し
み
」（
五
七
・
九
）
金
哲
「
戦
後
日
本
外
交
一
三
年
」（
五
九
・
八
）
「
動
く
世
界
：
微
妙
に
な
る
韓
・
日
・
米
関
係
」（
六
〇
・
五
）
李
元
雨
「
韓
日
問
題
と
米
国
の
国
家
利
益
」（
六
〇
・
七
）
董
天
「
特
集
・
日
本
の
再
認
識
：
帝
国
主
義
日
本
と
韓
国
」
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（
六
一
・
一
二
）
金
圭
煥
「
特
集
・
日
本
の
再
認
識
：
戦
後
日
本
の
民
主
化
問
題
」
（
六
一
・
一
二
）
朴
浚
圭
「
特
集
・
日
本
の
再
認
識
：
韓
国
・
米
国
・
日
本
」（
六
一
・
一
二
）
「
動
く
世
界
：
米
・
日
経
済
会
談
の
「
以
後
」
（
六
四
・
三
）
梁
興
模
「
日
本
の
戦
後
賠
償
の
現
況
」（
六
四
・
増
）
李
範
奭
「
も
は
や
こ
れ
以
上
沈
黙
で
き
な
い
」（
六
五
・
増
）
在
京
文
化
人
一
同
「
声
明
書 
在
京
文
化
人
一
同
」（
六
五
・
増
）
車
基
壁
「
米
国
の
国
家
利
益
と
日
本
と
韓
国
」（
六
五
・
九
）
金
哲
「
日
本
社
会
党
の
対
韓
政
策
」（
六
五
・
一
一
）
